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Safe Surgery 
Saves Lives

Ｓ 安全な手術

+

共同行動の
パートナーズ



• 入院中に有害事象（医療行為に伴う傷害）があった人

２．９％～３．７％ (参考：日本 6.8％)

• 上記の５３％～５８％は何らかのエラーが関係

(ハーバード大学の調査による）

 アメリカでは年間約4万４千人～9万8千人の

患者さんが「防止可能な医療傷害」が関係して

亡くなっている
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“To err is human” (1999年11月）

（全米医療の質プロジェクト／米国医学研究所）



患者さんが亡くなってからでは遅い

安全への危機意識を風化させず、恒常的、継
続的な安全向上の取り組みを

安全文化と安全環境について施設間・地域
間のばらつきをなくし、病院・診療所他の地域
連携で、患者さんと医療者がどこでもいつで
も安心して治療に専念できるようにしよう



Japanese HSMRs – first 176 hospitals Fixed year model 2008=100

標準化病院死亡比のばらつきと逸脱 (176病院）
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発生後対策（リスクマネジメント）から
未然防止（患者安全/Patient Safety）へ

• 1999年以降、リスクマネジメント・プログラム（事故後
対応）の確立に取り組み、次第に浸透してきた。

• しかし医療技術革新の急速な進展によって、医療事
故や有害事象は「まれなこと」でなくなっている。

• これらを低減するために、医療技術の急速な変化に
対応した、「安全を重視したシステムへの改善と改革」
を急ぐ必要。

• それにはいろんな立場の人々が、それぞれの立場で
役割を果たす必要がある。

「モグラたたき」から、「モグラが住めない環境」づくりへ



自責と他責



7上原鳴夫

点眼剤はどれか？

（ＮＤＰ２００3）

(我妻恭行／東北大学）



8上原鳴夫

注射剤と間違いやすい外用剤・内用液剤

注射剤a. 創傷・潰瘍治療剤
b. 経口用抗菌剤
c. 経口用抗菌剤
d. トロンビン製剤

（ＮＤＰ２００3）

(我妻恭行／東北大学）
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トロンビンソフトボトル

薬価収載２００３年６月
販売開始２００３年７月











• 本事業の目的に賛同いただける患者さん、市
民の方々のご協力とご支援をお願いいたしま
す。

• “いのちをまもるパートナーズ”のロゴマーク
がある医療機関をぜひ応援してください。

• 患者さんや地域住民の期待と励ましが患者
安全を進め、広げる、大きな推進力になりま
す。


